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たことが挙げられる。今回地下水を採取した幌延深度 350m の地質の堆積年代は 390～1300 万年であり、ヨウ
素同位体比分析から推定された地下水の年代は700~3800万年である。地層の堆積年代を地下水の年代が卓越し
た理由は、地下水の主成分とされる化石海水はより深度の深い地層の間隙水が圧力勾配によって上昇ものである
ためと考えられる。よって、標準とされる表層土壌中のフミン物質と比較してはるかに長い期間の有機物分解を
経験した結果、幌延深部地下水中のフミン物質は単純な構造を持つ有機酸と同様の反応機構を有するに至ったと
推察される。また、大規模な隆起を経験している沿岸部の地下水中には、長期間にわたる有機物分解を経験し幌
延深部フミン物質と似た特性を持つようなフミン物質が存在する可能性がある。本研究で決定した見かけの錯生
成定数を用いた平衡計算から、フミン酸濃度がある程度高い幌延深部地下水のような条件下において、フミン酸
との錯生成によりウラン(VI)の溶解度が上昇することが明らかになった。 
総じて、放射性廃棄物の地層処分を有機物濃度が高い堆積岩系の岩盤中で行う際には、地下水中に溶存している
フミン物質を抽出し、その特性が一般的なフミン物質で代表可能か否かを議論し、代表不可能な場合はいくつか
の重要な核種との錯生成について、熱力学データを取得する必要があることが明らかになった。 
 
